会長専務会議報告　　　　　8/3（土）10：30 道歯会館
９名の新会長（敬称略）
函　館　澤木　 健　 、　旭　川　 楯　了悟　 、  空　知　松原　重俊
小　樽　加藤　友一　、　北　見　松浦　信一　、　岩見沢　谷本　圭太
釧　路　岡田　実継　、　日　高　山口　一史　、　苫小牧　阿部　雅人
学　術
　10月6日（日）日歯生涯研修セミナー　　岩見沢にてサテライト開催予定
11月3日（日）　　　同　　　　　　　　道歯会館にて開催予定
岩見沢にて開催の講習会
　　歯科偶発症対応力向上研修会　10月18日（金）19：00～21：00 いわなび
　　医療管理講習会も申請中　＊人気があり、岩見沢は後回しの可能性が高い
岩見沢が申請しなかった講習会 （昨年同様の講習会を開いたので）　
院内感染防止対策セミナー、社保講習会
12歳児ＤＭＦＴ　全国0.74本、１位新潟0.3本、北海道1.2本（ワースト３）
学校歯科医会入会率　岩見沢27.8％（順位は中間）　全道平均は38.9％
会員の医業収入は全道的に増えている
[bookmark: _GoBack]クレカや電子マネー支払いのポイント付与について、厚労省は「やむを得ない」と
質疑応答から
　　高齢になられた会員の閉院と開業を希望している若い先生のマッチングができないか

＜ 北海道災害歯科保健医療体制研修会 要旨 ＞
講　師 ： 新里勝宏医療参事、河野崇志常務理事、越野寿医療大教授
大災害が発生する度に災害対策関連法はアップデートされている。奥尻南西沖地震と東日本大震災は、高齢者が多い漁村における大きな津波、死者行方不明者多数、現地の歯科医院の機能不全など共通点は多いが、災害発生が深夜か否かにより義歯の紛失割合が大きく異なった。このように災害は、その様相も必要な支援内容やレベルなど、全てが毎回違う。
東日本大震災では現地入りした歯科支援者の活動内容やレベルに差が大きかったために一部ではかえってその後の現地の混乱を招いた、熊本地震では行政の指示系統がバラバラで支援の偏りが生じた。昨年の胆振東部地震は初動に時間がかかったこと、現地の歯科医師が自院の通院患者の検視により精神的に疲弊してしまったことが反省点としてあげられた。これらの反省から、支援を一元化する重要性が認められ、現在は北海道からの要請を受けた道歯が、警察や行政、保健所と協力し、歯科に関して統括する体制を整えた。
大災害が起きた郡歯はまず会員の安否、被害状況の確認を行い、支援等は北海道歯科医師会の指示を待つこと。釧路沖で大地震が今後起きる可能性が高いと言われており、北海道歯科医師会では災害支援マッピングシステムを作成するので協力をお願いしたい。
